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かがやけ !

皆瀬保育園
ばら組

　市内全ての中学校の給食に、国の伝統的工芸品に指定さ
れている「川連漆器」の食器が導入されました。これは、
地域の伝統を通じてふるさとへの愛着を深めてもらおうと
市が導入したものです。
　導入初日、稲川中学校３年１組の生徒25人は、この日学
校を訪れた佐藤市長と一緒に、真新しい食器に盛り付けら
れた豚汁をおいしそうに味わいました。
　来年度からは、市内の全ての小学校と稲川支援学校でも
川連漆器の食器を学校給食に導入する予定です。

8月25日　学校給食に「川連漆器」の食器を導入
ふるさとを感じるひと椀

　「湯沢創作祭vol.1」が、こまち創作高校生徒会の主催で、
市役所本庁舎や雄勝郡会議事堂記念館、ジークブルガー通
りなどを会場に開催されました。
　当日は、自主制作の展示即売会のほか、街並みや歴史的
建造物を活用したコスプレ撮影会などが行われ、県内各地
から多くの方が参加。由利本荘市からの参加者は「高校生
が地域と協力してイベントを開催できるのは素晴らしいと
思う」と話していました。

8月31日　湯沢創作祭vol.1
創作魂、湯沢に集結！

　東洋大学国際観光学部国際観光学科の学生16人が、３泊
４日の日程で市を訪れ、地域の魅力を体感し、ジオパーク
学習の可能性を探るフィールドスタディを行いました。
　学生たちは、酒蔵や料亭の見学、ジオサイト巡りを通し
て湯沢の食や酒、温泉を五感で体験。その後、小安峡温泉
きらめき女子会のかたがたと一緒に、宿での職場体験や意
見交換会を行い、地元住民と触れ合いながら湯沢ジオパー
クの魅力と観光の現場を学びました。

9月2日　ジオパークカレッジ
巡り、知る、体感！ゆざわの魅力

　地方に関心のある方を対象とした「ゆざわローカルアカデ
ミーVol.７」が９月13日から14日にかけて開催されました。
　７回目となる今回は「秋田暮らしのすすめ」をテーマに、
２日間の日程で実施。参加者は酒蔵見学や稲刈り体験など
のフィールドワークを通して、湯沢の暮らしや文化の魅力
を体感しました。埼玉県からの参加者は「湯沢市が好きで
何度も訪れている。今回は稲刈り体験ができ、とても楽し
かった」と話していました。

9月13日　ゆざわローカルアカデミーVol.７
湯沢で体験する地方の暮らし
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　毎年県内外から多くの方が栗拾いに訪れる、湯沢市観光
栗園が今年もオープンしました。
　栗園は、約３ヘクタールの山の斜面に約400本の栗の木
が植えられ、丹沢（早生種）と筑波（中生種）の２種類の品
種があり、長い期間にわたって栗拾いを楽しむことができ
ます。来園者は、深まる秋を感じながら、栗拾いや自然豊
かな山の景色を楽しんでいました。
　観光栗園は10月５日㈰まで開園予定です（９月16日時点）。
開園期間など詳細は、観光栗園（☎73-3333）に問い合わせ
ください。

9月4日　観光栗園オープン
季節の栗を楽しむ

　湯沢市雄勝郡剣道連盟が主催する「剣道体験教室」が総
合体育館を会場に開催されました。
　この教室は、竹刀を使った新聞紙の紙切りや風船割りな
どの体験を通して、剣道の楽しさを身近に感じてもらうこ
とを目的とし、当日は51組の親子連れが参加しました。竹
刀を初めて持ったという子どもは「竹刀は重かったけど、
新聞紙をうまく切れてうれしかった」と話してくれました。

9月15日　剣道体験教室（サムライになろう！）
サムライさながらに

全国大会への出場など、輝かしい活躍をされた児童・生徒を紹介します。

◆第 20 回若年者ものづくり競技大会

旋盤職種 銀賞

（8月3日～ 4日：徳島県）
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　一般社団法人日本道路建設業協会（東北支部幹事長：河
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）から、子育て応援事業として、道の駅おがち「小町の郷」
へ「簡易設置型授乳室」が寄贈されました。
　令和7年度の寄贈対象は全国44カ所の道の駅で、県内で
は唯一、道の駅おがち「小町の郷」が選定されました。寄
贈された授乳室は、道の駅おがち農産物直売所「菜菜こまち」
に設置されます。
※写真左から株式会社小町の郷佐
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8月26日　「簡易設置型授乳室」贈呈式
子育て世帯にやさしい道の駅に

　小学生を対象とした地球温暖化セミナーが山田小学校で開
催され、山田小学校の４～６年生の児童40人が参加しました。
　セミナーでは、日本キリバス協会代表理事のケンタロ・オ
ノさんを講師に迎え、地球温暖化の影響により水没の危機に
直面する「キリバス共和国」の現状を紹介。児童たちは、自
分たちの生活が遠い国の出来事に関連していることを知り、
温暖化対策や環境問題を身近に考えるきっかけとなりました。

9月3日　地球温暖化セミナー in 山田小学校
未来を守るために、いま考える


